鳥取県立米子コンベンションセンター及び米子国際会議場の管理に関する事務取扱要領
平成１８年３月１７日
財団法人とっとりコンベンションビューロー
（目的）
第1条 この要領は、鳥取県立米子コンベンションセンターの設置及び管理に関する条例（平成１７年

１０月１８日改正鳥取県条例第７５号。以下「県条例」という。）及び鳥取県立米子コンベンション
センター管理規則（平成１７年１０月２５日改正鳥取県規則第１０５号。以下「県規則」という。）
並びに米子国際会議場条例（平成１７年１０月４日改正米子市条例２３６号。以下「市条例」という。）
及び米子市国際会議場条例施行規則（平成１７年１０月４日改正米子市規則第１８２号。以下「市規
則」という。）の規定に基づき、鳥取県立米子コンベンションセンター及び米子国際会議場（以下「セ
ンター」という。）の適正な管理を図るため必要な事項を定めることを目的とする。
（開館時間）
第２条　センターの開館時間は、次の各号のとおりとする。
(1) 多目的ホール、小ホール、国際会議室、楽屋、楽屋事務室、リハーサル室、スタッフルーム、特別控室、会議室及び情報プラザ
　　　午前９時から午後１０時まで
(2) 前号に掲げる施設以外の施設
　　　午前８時３０分から午後１０時まで
２　前項の規定にかかわらず、主催者から開館時間外に施設を使用したい旨の届出があり、理事長がこ
れを認めたときは当該使用を許可することができる。
３　施設利用当日の利用施設等の鍵の貸出等に係る事務手続は、利用許可した時間の２０分前から行う
ことができる。
（休館日）
第2条 センターの休館日は、１月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日までとする。
ただし、次の各号の場合には、臨時に休館し、又は休館日に開館することができる。
(1) センターの施設及び設備等の保守点検及び修繕等のために一部施設の休館が必要なとき。
(2) その他理事長が特別の事情によりセンターを開館し又は休館する必要があると認め、鳥取県立米子
コンベンションセンターにあっては鳥取県知事、米子国際会議場にあっては米子市長の承認を得た
とき。
（行為の制限）
第４条　センターにおいては、次の行為をしてはならない。
(1) 公の秩序若しくは善良の風俗に反し、又は公益を害するおそれのある行為をすること。
(2) センターの施設、設備又は器具を汚損し、損傷し、滅失し並びに紛失し、又はそのおそれのある行
為をすること。
(3) 所定の場所以外の場所において喫煙し、又は飲食をすること。
(4) みだりに引火又は発火しやすい物品並びに入館者に危害を及ぼすおそれがあると認められる物品を
持ち込むこと。
(5) センターの内部及び敷地内において、鳥取県公害防止条例（昭和４６年鳥取県条例第３５号）に規
定する音量以上の騒音を発生させること。
(6) センターの内部及び敷地内における立入禁止の表示区域内に立ち入ること。
(7) センターの内部及び敷地内に特別の設備又は造作等を施し、又はその現状に変更を加えること。
(8) センターの施設及び設備利用の権利を譲渡し、又は転貸すること。
(9) その他他人に危害を加え、又は迷惑をかけるおそれのある行為をすること。
(10)館長の許可を受けないで寄附の勧誘の行為又は署名活動を行うこと。
(11)館長の許可を受けないで物品の販売を行うこと。
(12)館長の許可を受けないで備え付けの備品を外部に持ち出すこと。
(13)その他館長が管理運営上特に認めることができないと判断する行為を行うこと。
２　館長は、前項の規定に違反し、又はそのおそれのある者に対しては、センターへの入館を拒み、又
はセンターからの退去を命ずることができる。
（災害時の措置）
第５条　次のいずれかに該当する場合は、センターの使用について県の指示に従うものとする。
(1) 地震等の災害又は武力攻撃事態等における我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に関
する法律（平成１５年法律第７９号）第１条に規定する武力攻撃事態等（以下「武力攻撃事態等」
という。）に当たり、センターを閉館し、住民の避難及び救援に使用する必要があると県が認めた
とき。
(2) センターについて、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成１６年法
律第１１２号）第１４８条の規定により県が避難施設の指定をしようとするとき。
(3) センターについて、米子市地域防災計画により、米子市から避難のための立退き先としての指定に
係る同意の申出があったとき。
２　第１項の県の指示に従う場合において、管理費の取扱いその他必要な事項については、県及び指定
管理者が協議の上、決定する。
３　地震等の災害に関する警戒情報や武力攻撃等に関する警報等が発せられた場合等において、県民の
安全確保のためにセンターを閉館する必要があると県が認めたときは、速やかにセンターを閉館す
るよう努めるものとする。
（寄附の勧誘等の許可基準）
第６条　寄附の勧誘は、次の各号をみたす場合に限り許可する。
(1) 公正な社会貢献を目指すもので、特定の政治的な示威、宣伝活動、宗教上の宣教活動又は営利行為
を伴わないこと。
(2) 寄附金品の使途が明確であること。
(3) 寄附の勧誘の行為が短期間であること。
２　前項の許可に当たっては次の条件を付する。
(1) センター内の業務を阻害しないこと。
(2) センター内の職員及び来訪者等に対し、強要しないこと。
(3) 館長の指示に従うこと。
(4) 許可基準、許可条件に違反した場合又は館長の指示に従わない場合は、寄附の勧誘の中止等必要な
措置を講ずる。
３　署名活動の許可については、寄附の勧誘の許可基準を準用する。
（物品販売の許可基準）
第７条　多目的ホール（平土間仕様で利用目的が物品販売の場合に限る。）、情報プラザ（利用目的が
物品販売の場合に限る。）及び国際会議室（利用目的が物品販売の場合に限る。）以外において販売
できる物品は、利用目的に関連する物品（入場券を除く。 以下同じ。 ）のうち別表第１に定める物
品（以下「販売一覧」という。）に限ることとし、これ以外の物品は販売してはならない。
　ただし、国又は地方公共団体、公共的団体、福祉団体等館長が認めた団体等が利用目的に関連した物
品の販売を希望する場合は、協議の上販売一覧以外の物品についても販売を認めることができる。
２　センター内において前項の物品を販売しようとする者は、利用申込書と併せて「物品販売届出書」
（様式第１号）を提出し、理事長の許可を受けなければならない。
３　物品の販売は、非常の場合における避難通路を十分確保の上行わなければならない。
（営利の定義）
第８条　「営利」とは、物品の販売等の営業行為及び物品の展示を行うことが商業宣伝となる場合及び
商業行為として行う興業等をいう。
（喫煙及び飲食行為）
第９条　センターにおいて喫煙及び飲食可能な場所は、次の表のとおりとする。
	喫煙が可能 な場所
	屋外において管理受託者が灰皿を配置した場所

	飲食が可能 な場所
	多目的ホール（平土間仕様の場合に限る。）、国際会議室、第１～第８会議室（飲酒を伴うものを除く。）、 第１～第８楽屋、楽屋事務室、スタッフルーム、特別控室、第１・第２控室、管理事務室、 防災センター、 第１・第２応接室、ミーティングルーム、鳥取県立消費生活センター、（財）鳥取県国際交流財団、鳥取県男女共同参画センター、会議棟１階エントランスロビー、情報プラザ（ただし、養生が必要。）ホール棟１階多目的ホールホワイエ


２　前項の規定に関わらず、多目的ホール及び小ホールを利用して行う大会、研修会、会議等でやむを
得ず昼食をはさんで開催されるとき又は利用時間が長時間に渡り途中の水分補給が必要なときは、
次に掲げる条件を付して認めることができる。
(1) ホール内への飲物の持込は、紙パックでストロー式のお茶又はペットボトルの水に限る。（多目的
ホールの平土間仕様を除く。）
(2) 利用者側で用意した弁当などの空箱は利用者の責任において処理する。
３　前項に規定するホール内で参加者等に飲食をさせようとする利用者は、利用申込みと併せて「ホー
ル内飲食許可届出書」（様式第２号）を提出し、理事長の許可を受けなければならない。
４　第２項の場合はホールホワイエ及びエントランスロビーにおいて利用者側で用意したコーヒーなど
の飲み物の提供を行うことを認めることができる。
　　ただし、この場合はホール内への持ち込みを禁止するほか、利用した紙コップ類などは、利用者の
責任において処理しなければならない。
（看板等の設置等）
第１０条　看板とは、利用者がその催物の日時、内容等について通行人又は入場者に対して周知するこ
とを目的として作成した板をいい、センターの内部及び周辺の美観風致を維持するよう配慮し、かつ
適正な寸法により作成したものに限り、指定した場所に設置できるものとする。
２　ポスターとは、利用者がその催物の日時、内容等について通行人又は入場者に対して周知すること
を目的として作成した美術的な宣伝用貼紙をいい、指定する掲示板以外には貼付してはならない。
３　看板の設置は、利用日の午前９時から当該催物が終了するまで、またポスターの掲示は、利用日の
３か月前から利用日当日の当該催物が終了するまでできるものとする。
　　なお、当該催物の終了後は、看板については、利用者がその責任において速やかに撤去するものと
し、ポスターについては、センターにおいて適宜撤去できるものとする。
４　チラシとは、利用者がその催物の日時、内容等について通行人又は入場者に対して周知することを
目的として作成した紙をいい、センター及び他の会館で開催する催物のチラシを、使用する会場の
入口及び会場内において配布することができるものとする。
　　また、センターで開催する催物のチラシは、利用日の３か月前からエントランスホールに設置され
たパンフレットスタンドに置くことができるものとする。
５　看板、ポスター、チラシは、原則としてセンターで開催する催物に関連したものに限り許可するも
のとする。ただし、館長が適当と認めた場合は、その他の場合でも許可することができるものとす
る。
（利用料金、時間外利用料、延長利用料及び電気利用料等の額）
第１１条　センターの利用に係る利用料、時間外利用料、延長利用料及び電気利用料等（以下「利用料
金」という。）は、別表第２のとおりとする。
２　前項の規定に関わらず、利用日の前１か月以内において、その利用日に多目的ホール（ホワ イエの
単独利用を除く。）及び国際会議室が既に申込み（仮申込みを含む。）されていない場合に、多目
的ホール及び国際会議室の申込みがあったときは、別表２（１）に定める利用料（延 長利用料を含
み、平土間仕様のときの冷暖房料及び電気利用料を除く。）の額の２分の１に相当する額とする。
この場合において、当該利用料の額に１０円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとす
る。
　　なお、この場合には第１４条に規定する減免の併用はできないものとする。また、当該施設を１か
月前より以前に申込み（仮申込みを含む。）して、その後に利用を取り止めた場合には適用できな
いものとする。
３　１時間単位の料金表を適用する施設利用の料金の算出については、それぞれの料金表の区分ごとに
利用時間、時間外利用時間及び延長利用時間をそれぞれ別に合計し、これを合算するものとする。
この場合に利用時間、時間外利用時間及び延長利用時間のそれぞれの合計時間に１時間未満の端数
があるとき、又は１時間未満のときは１時間として計算するものとする。
（設備利用料の額）
第１２条　センターの設備に係る料金「設備利用料」は、別表第３に掲げる額とする。
（利用料金等の納付）
第１３条　センターの利用者は、利用料金及び設備利用料を納入しなければならない。
２　理事長は、利用者から利用料金（時間外利用料金、延長料金及び電気料金等を除く。）の納付があ
ったときに利用許可の通知を行う。ただし、後納を認めたものについては、この限りではない。
（利用料の減免）
第１４条　第１１条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に掲げると
ころにより利用料金を減額し、又は免除することができる。
　ただし、開館時間外の利用の場合、実費を超える額の入場料又はこれに類するものを徴収する場合及び物品等の販売や展示品の即売を主な目的とする場合にあっては、この限りでない。
　減免後の利用料を算出するにあたり当該利用料の額に１０円未満の端数があるときは、これを切り捨
てるものとする。
(1) 多目的ホール、小ホール又は国際会議室を文化芸術に関する活動を行う次のアからオに掲げる団体
に該当するもの（以下「文化芸術団体」という。）が文化芸術の振興のために行う公演、展示等の
活動（以下「公演活動等」という。）のために利用するとき
　ア　鳥取県文化団体連合会加盟団体又は各加盟団体の構成団体である団体（以下「加盟団体等」）と
いう。）
　イ　鳥取県内に本拠を置き、鳥取県内での文化芸術活動歴がある団体、又は今後継続した活動が見込
まれる団体
　ウ　個別の文化芸術の公演等の事業に関し、行政及び文化芸術活動者で組織された県内の実行委員会
等
　エ　鳥取県内に本拠を置き、文化芸術の鑑賞を目的として定例的に鑑賞事業を行っている団体、又は
今後継続して鑑賞事業を実施することが見込まれる団体
　オ　その他鳥取県知事又は米子市長が認める団体
　　　　施設利用料（電気を使用したとき、又は冷房若しくは暖房をしたときに加算すべき部分を除く。
次号、第３号、第５号及び第６号において同じ。）の２分の１の額への減額
(2) 多目的ホール（別表の２の（１）アを適用する場合に限る。）又は小ホールを専ら準備又は練習の
ために利用するとき（前号に掲げる場合を除く。）
　　　　施設利用料の別表第４に定める額への減額
(3) 多目的ホール又は小ホールを文化芸術団体が専ら公演活動等の準備又は練習のために利用するとき
　　　　施設利用料の別表第５に定める額への減額
(4) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定する学校、同法第８２条の２に規定する専修
学校、同法第４５条の２第１項の規定により指定された技能教育のための施設若しくは児童福祉法
（昭和２２年法律第１６４号）第３９条第１項に規定する保育所又は教育に関する活動を行う次の
表アに掲げる県内の団体（合同で行うもの及び共催するものを含む。）が、幼児、児童、生徒又は
学生（以下「学生等」という。）が行う公演、学生等の作品の展示等の文化芸術に関する表イに掲
げるいずれかの行事又は学校（大学を除く。）における文化部活動に関するもの（鑑賞のみの行事、
主たる目的が文化芸術活動でない行事、対象行事に参加するための個別練習及び部活動における
日々の練習を除く。）（ただし、学年若しくは学科又は部活動の部単位以上の規模で行うものに限
る。）本番のほか前日準備及びリハーサル室及びリハーサル（原則として本番前日から１か月前ま
での間に行うもので、１日に限る。）のために利用するとき
	〔表ア〕
　ａ　小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校、養護学校、大学、高等専門学校及び
　　幼稚園
　ｂ　専修学校
　ｃ　指定技能教育施設（技能教育を受けている生徒に限る。）
　 (a)　若葉学習会専修学校
　 (b)　あすなろ予備校
  ｄ　保育所（認可を受けている保育所に限る。）
　ｅ　教育関係団体（市町村単位以上のものに限る。）
　 (a)　中・高等学校文化連盟
　 (b)　小・中・高等学校体育連盟
　 (c)　私立幼稚園協会
 　(d)　書写書道教育研究会

	〔表イ〕
　ａ　音楽、美術、写真、演劇、舞踊、映画、文学等の芸術
　ｂ　講談、落語、浪曲、漫談、漫才等の芸能
　ｃ　茶道、華道、書道等の生活文化及び囲碁、将棋等の国民娯楽
　ｄ　神楽、雅楽、能楽、文楽、歌舞伎等の伝統芸能


　　　　施設利用料及び設備利用料の免除
(5) 身体障害者手帳の交付を受けた者、療育手帳の交付を受けた者、精神障害者保健福祉手帳の交付を
受けた者その他関係機関から心身に障害を有する旨を記載した証明書の交付を受けた者の社会参加
を促進する目的で利用するとき
　ア 参加者が特定されているとき（例：団体・グループ等の会議、研修会等）
    （ア）参加者全体に占める障害者等及びその介護者の割合が２分の１以上のとき
　　　　施設利用料の全額免除
    （イ）参加者全体に占める障害者等及びその介護者の割合が２分の１未満のとき
　　　　施設利用料の半額免除
　イ 参加者が特定されていないとき（例：コンサート、展示会、講演会等）
　　　　施設利用料の全額免除
(6) 介護保険法（平成９年法律第１２３号）の規定による要介護認定又は要支援認定を受けた者の社会
参加を促進する目的で利用するとき
　ア 参加者が特定されているとき（例：団体・グループ等の会議、研修会等）
  　（ア）参加者全体に占める障害者等及びその介護者の割合が２分の１以上のとき
　　　　施設利用料の全額免除
    （イ）参加者全体に占める障害者等及びその介護者の割合が２分の１未満のとき
　　　　施設利用料の半額免除
　イ 参加者が特定されていないとき（例：コンサート、展示会、講演会等）
　　　　施設利用料の全額免除
(7) 多目的ホール又は小ホールを障害者等及びその介護者の準備又は練習のために利用するとき
　　　　施設利用料の別表第５の上段に定める額への減額
（利用申込取下げの利用料金）
第１５条　利用申込をした者が、利用許可の通知を受ける前に利用を取り止めるときは、「センターの
利用に関する事務取扱要領」第１３条の「利用申込取下げ書」を提出した場合においては、利用料は
生じないものとする。
（利用料の還付）
第１６条  利用許可の通知を行った場合において、利用者が既に収めた利用料金（以下「既納利用料金」
という。）は、還付しない。
　ただし、次の各号のいずれかに該当する場合には、当該各号に定める額を還付することができる。
(1) 利用者が、利用日の１か月前（多目的ホール（２分の１面を利用する場合並びにホワイエ及びリハ
ーサル室を単独使用する場合を除く。）、小ホール、国際会議室並びにこれらに付随して使用する
楽屋、楽屋事務室、リハーサル室、スタッフルーム及び特別控室の利用にあっては、３か月前）ま
でに「センターの利用に関する事務取扱要領」第１１条の「利用辞退届出書」を提出したとき
　　　既納利用料金から既納利用料金の３０％に相当する額（１０円未満の端数があるときは、これを
切り捨てるものとする。）を控除した額
(2) 利用者が、利用日の７日前（多目的ホール（２分の１面を利用する場合並びにホワイエ及びリハー
サル室を単独使用する場合を除く。）、小ホール、国際会議室並びにこれらに付随して使用する楽
屋、楽屋事務室、リハーサル室、スタッフルーム及び特別控室の利用にあっては、１か月前）まで
に「利用辞退届出書」を提出したとき
　　　既納利用料金から既納利用料金の５０％に相当する額（１０円未満の端数があるときは、これを
切り捨てるものとする。）を控除した額
(3) 利用者が、次のア又はイの事情によりセンターを利用できなくなったとき
　　　既納利用料の全額
　ア　自然災害により、全交通機関の機能が停止するなどに伴って、催物の出演者又は講演会、 研修会、
学会等の講師等が出演又は出席不可能となるなどして当該催物が中止となったとき。
  イ　センターの管理運営上支障が生じたとき。
(4) 大規模地震対策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）第９条の規定に基づく内閣総理大臣の警戒
宣言が発令されたことに伴って、催物が中止されたとき
　　　既納利用料の全額
２　既に収めた利用料の還付を受けようとする者は、「利用料還付申込書」（様式第３号）を提出しな
ければならない。
（利用辞退のキャンセル料）
第１７条　利用許可の通知を受けた者が、利用料金を納入するまでに「センターの利用に関する事務取
扱要領」第１１条の「利用辞退届出書」を提出した場合において、第１６条第３号及び第４号に該当
するときは、利用料金を徴収しない。
　また、次の各号に掲げる「利用辞退届出書」の提出日の区分に応じ、それぞれ各号に掲げるところに
より、キャンセル料を徴収する。キャンセル料を算出するにあたり当該利用料の額に１０円未満の端
数があるときは、これを切り捨てるものとする。
　なお、キャンセル料は施設利用料金として経理を行うものとする。
(1) 利用者が、利用日の１か月前（多目的ホール（２分の１面を利用する場合並びにホワイエ及びリハ
ーサル室を単独使用する場合を除く。）、小ホール、国際会議室並びにこれらに付随して使用する
楽屋、楽屋事務室、リハーサル室、スタッフルーム及び特別控室の利用にあっては、３か月前）ま
でに「利用辞退届出書」を提出したとき
　　　利用料金の３０％に相当する額
(2) 利用者が、利用日の７日前（多目的ホール（２分の１面を利用する場合並びにホワイエ及びリハー
サル室を単独使用する場合を除く。）、小ホール、国際会議室並びにこれらに付随して使用する楽
屋、楽屋事務室、リハーサル室、スタッフルーム及び特別控室の利用にあっては、１か月前）まで
に「利用辞退届出書」を提出したとき
　　　利用料金の５０％に相当する額
(3) 利用者が、利用日の７日前（多目的ホール（２分の１面を利用する場合並びにホワイエ及びリハー
サル室を単独使用する場合を除く。）、小ホール、国際会議室並びにこれらに付随して使用する楽
屋、楽屋事務室、リハーサル室、スタッフルーム及び特別控室の利用にあっては、１か月前）の翌
日以降に「利用辞退届出書」を提出したとき
　　　利用料金の１００％に相当する額
（公演等のチケットの取扱）
第１８条　鳥取県内の地域経済の発展及び文化の振興を図るため、次の各号の場合に館長が認めたとき
は、チケットの取扱いを行うことができるものとする。
(1) 財団法人鳥取県文化振興財団から依頼のあった公演等
(2) 県、市等の公共団体、鳥取県文化施設協議会加盟施設又は県立博物館若しくは美術館から依頼のあ
った公演又は展示等
(3) 社会福祉協議会等の非営利団体から依頼のあった公演等
(4) 財団法人とっとりコンベンションビューローが主催する公演、展示又は大会等
(5) 一般プロモーター等主催で、山陰地区にて開催され県内外より多くの集客が見込まれ地域経済の活
性化につながると思われる公演等
(6) その他館長が、特に地域振興に資するものと認めた公演等
　　　附　則
　この要領は、平成１８年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成１９年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成２１年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成２２年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成２３年４月１５日から施行する。

附　則
　この要領は、平成２３年１０月１日から施行する。

別表第１（第８条関係)
販売物品一覧表
	種　類
	品　　　　　　　　名
	備　　　考

	書　籍
	当該催物に関連する参考図書、絵本
	

	印刷物
	当該催物に関連する次の印刷物
　 ポスター、パンフレット、プログラム、楽譜、
　 台本、写真集、ポストカード（絵葉書）、カレンダー、

テレホンカード
	

	ＣＤ類
	当該催物に関連する次のもの
　 ＣＤ、ＤＶＤ、ＭＤ、レコード、ビデオ、カセットテープ
	


別表第２（第１１条関係)
施設利用料
(1) 多目的ホール利用料
ア　会議等に利用する場合
	区　分
	午前の利用料
9:00～12:00

（３時間あたり）
	午後の利用料
13:00～17:00
（４時間あたり）
	夜間の利用料
18:00～22:00

（４時間あたり）
	全日の利用料
9:00～22:00

（１３時間あたり）

	
	延長利用料①
12:00～13:00

（１時間あたり）
	延長利用料②
17:00～18:00
（１時間あたり）
	時間外利用料③
5:00～9:00

（１時間あたり）
	時間外利用料④
22:00～翌5:00

（１時間あたり）

	平日に利用する場合
	入場料を徴収しないとき及び入場料の最高額が1,000円以下のとき。
	32,660円
	65,320円
	81,660円
	163,320円

	
	
	10,880円
	16,330円
	13,060円
	24,490円

	
	入場料の最高額が1,000円を超え3,000円以下のとき。
	42,460円
	84,920円
	106,150円
	212,310円

	
	
	14,150円
	21,230円
	16,980円
	31,840円

	
	入場料の最高額が3,000円を超え5,000円以下のとき。
	52,260円
	104,520円
	130,650円
	261,310円

	
	
	17,420円
	26,130円
	20,900円
	39,190円

	
	入場料の最高額が5,000円を超えるとき。


	65,320円
	130,650円
	163,320円
	326,640円

	
	
	21,770円
	32,660円
	26,120円
	48,990円

	休日に利用する場合
	入場料を徴収しないとき及び入場料の最高額が1,000円以下のとき。
	39,190円
	78,390円
	97,990円
	195,980円

	
	
	13,060円
	19,590円
	15,670円
	29,390円

	
	入場料の最高額が1,000円を超え3,000円以下のとき。
	50,950円
	101,900円
	127,380円
	254,770円

	
	
	16,980円
	25,470円
	20,370円
	38,210円

	
	入場料の最高額が3,000円を超え5,000円以下のとき。
	62,710円
	125,420円
	156,780円
	313,570円

	
	
	20,900円
	31,350円
	25,080円
	47,030円

	
	入場料の最高額が5,000円を超えるとき。


	78,390円
	156,780円
	195,980円
	391,960円

	
	
	26,130円
	39,190円
	31,350円
	58,790円


	区　      　　分
	利   　用   　料

	
	単  位
	金  額

	電気利用料
	使用電力量を電力量計で測定した場合
	１ＫＷ・１時間　につき
	40円

	
	その他の場合


	１ＫＷ・１回 につき
	200円


注　「１回」とは、「午前」「午後」「夜間」又は「４時間」をいう。
　　 ただし、５時間のときは１回、９時間のときは２回、１３時間のときは３回とする。
備考
1. この表は、会議、講演、式典、集会、音楽、演劇、演芸、映画その他これらに類するものに利用する場合に適用するものとする。
2. この表において「午前」とは午前9時から正午までをいい、「午後」とは午後1時から午後5時までをいい、「夜間」とは午後6時から午後10時までをいい、「全日」とは午前9時から午後10時までをいう。
3. この表において「平日」とは休日以外の日をいい、「休日」とは国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日並びに日曜日及び土曜日をいう。
4. この表において「入場料」とは、入場料、会費、会場整理費その他名称のいかんを問わず、入場者から入場の対価として徴収されるものをいう。
5. 2分の1面を利用する場合の利用料の額は、この表に定める利用料の額の2分の1に相当する額とする。この場合において、当該利用料の額に10円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとする。
6. 第１１条第２項の場合の利用料の額は、この表に定める利用料の額の2分の1に相当する額とする。この場合において、当該利用料の額に10円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとする。
7. 正午から午後1時まで又は午後5時から午後6時までの間に利用する場合(全日の利用をする場合を除く。)の利用料(以下「延長利用料」という。)の額は、この表の時間外利用料①又は②を加算するものとする。ただし、午前から引き続き午後において利用する場合における正午から午後1時までの間の利用に係る延長利用料及び午後から引き続き夜間において利用する場合における午後5時から午後6時までの間の利用に係る延長利用料は、徴収しない。
8. 午前5時から午前9時まで又は午後10時から翌午前5時までの間に利用する場合の利用料の額は、この表の時間外利用料金③又は④を加算するものとする。ただし、複数日連続して利用する場合はこれ（占有はしているが利用はしていない開館時間外部分の時間外利用料金を示す。以下同じ。）を加算しないものとする。
9. 持込電気機器により電気を使用したときは、この表に定める利用料の額に電気利用料を加算するものとする。
10. 多目的ホールを会議等に利用する場合において、冷房又は暖房をしたときの冷房・暖房利用料金はこの表の利用料に含まれているものとする。
イ　見本市等に利用する場合
	区　　　　分
	単　　位
	利　用　料
	時間外利用料
22：00～翌9：00

	平日に利用する場合
	営利を目的とするとき。
	1時間につき
	27,100円
	32,520円

	
	営利を目的としないとき。
	入場料を徴収しないとき及び入場料の最高額が3,000円以下のとき。
	1時間につき
	13,550円
	16,260円

	
	
	入場料の最高額が3,000円を超えるとき。


	1時間につき
	20,350円
	24,420円

	休日に利用する場合
	営利を目的とするとき。
	1時間につき
	32,600円
	39,120円

	
	営利を目的としないとき。
	入場料を徴収しないとき及び入場料の最高額が3,000円以下のとき。
	1時間につき
	16,300円
	19,560円

	
	
	入場料の最高額が3,000円を超えるとき。


	1時間につき
	24,450円
	29,340円


	区　      　　分
	利   　用   　料

	
	単  位
	金  額

	冷暖房料
	冷房料
	１時間　につき
	13,200円

	
	暖房料
	
	11,800円

	電気利用料
	使用電力量を電力量計で測定した場合
	１ＫＷ・１時間　につき
	40円


	
	その他の場合


	１ＫＷ・１回 につき
	200円


注　「１回」とは「４時間」をいう。
　　　ただし、５時間のときは１回、９時間のときは２回、１３時間のときは３回とする。
備考
1. この表は、見本市、展示会、品評会、展覧会、競技会、スポーツその他これらに類するものに利用する場合に適用するものとする。
2. この表において「平日」及び「休日」並びに「入場料」とは、それぞれ(1)の表備考第3号及び第4号に規定する平日及び休日並びに入場料をいう。
3. 利用時間が1時間未満であるとき、又は利用時間に1時間未満の端数があるときは、1時間として計算するものとする。
4. 2分の1面を利用する場合の利用料の額は、この表に定める利用料の額の2分の1に相当する額とする。この場合において、当該利用料の額に10円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとする。
5. 第１１条第２項の場合の利用料の額は、この表に定める利用料の額の2分の1に相当する額とする。この場合において、当該利用料の額に10円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとする。
6. 持込電気機器により電気を使用したときは、この表に定める利用料の額に電気利用料を加算するものとする。
7. 冷房又は暖房をしたときは、この表に定める利用料の額に冷暖房利用料の額を加算するものとする。
8. 午後10時から翌日午前9時までの間に利用する場合の利用料の額は、この表の時間外利用料金となる。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。
(2) 小ホール利用料

	区　分
	午前の利用料
9:00～12:00

（３時間あたり）
	午後の利用料
13:00～17:00
（４時間あたり）
	夜間の利用料
18:00～22:00

（４時間あたり）
	全日の利用料
9:00～22:00

（１３時間あたり）

	
	延長利用料①
12:00～13:00

（１時間あたり）
	延長利用料②
17:00～18:00
（１時間あたり）
	時間外利用料③
5:00～9:00

（１時間あたり）
	時間外利用料④
22:00～翌5:00

（１時間あたり）

	平日に利用する場合
	入場料を徴収しないとき及び入場料の最高額が1,000円以下のとき。
	4,890円
	9,780円
	12,220円
	24,450円

	
	
	1,630円
	2,440円
	1,950円
	3,660円

	
	入場料の最高額が1,000円を超え3,000円以下のとき。
	6,350円
	12,710円
	15,890円
	31,780円

	
	
	2,110円
	3,170円
	2,530円
	4,760円

	
	入場料の最高額が3,000円を超え5,000円以下のとき。
	7,820円
	15,640円
	19,560円
	39,120円

	
	
	2,600円
	3,910円
	3,120円
	5,860円

	
	入場料の最高額が5,000円を超えるとき。


	9,780円
	19,560円
	24,450円
	48,900円

	
	
	3,260円
	4,890円
	3,910円
	7,330円

	休日に利用する場合
	入場料を徴収しないとき及び入場料の最高額が1,000円以下のとき。
	5,860円
	11,730円
	14,670円
	29,340円

	
	
	1,950円
	2,930円
	2,340円
	4,400円

	
	入場料の最高額が1,000円を超え3,000円以下のとき。
	7,620円
	15,250円
	19,060円
	38,130円

	
	
	2,540円
	3,810円
	3,040円
	5,710円

	
	入場料の最高額が3,000円を超え5,000円以下のとき。
	9,380円
	18,770円
	23,470円
	46,940円

	
	
	3,120円
	4,690円
	3,750円
	7,040円

	
	入場料の最高額が5,000円を超えるとき。


	11,730円
	23,470円
	29,340円
	58,680円

	
	
	3,910円
	5,860円
	4,690円
	8,800円


	区　      　　分
	利   　用   　料

	
	単  位
	金  額

	電気利用料
	１ＫＷ・１回 につき
	200円


注　「１回」とは、「午前」「午後」「夜間」又は「４時間」をいう。
　　 ただし、５時間のときは１回、９時間のときは２回、１３時間のときは３回とする。
1. 備考
2. この表において「午前」、「午後」、「夜間」及び「全日」、「平日」及び「休日」並びに「入場料」とは、それぞれ(1)のアの表備考第2号から第4号までに規定する午前、午後、夜間及び全日、平日及び休日並びに入場料をいう。
3. 正午から午後1時まで又は午後5時から午後6時までの間に利用する場合(全日の利用をする場合を除く。)の利用料(以下「延長利用料」という。)の額は、この表の時間外利用料①又は②を加算するものとする。ただし、午前から引き続き午後において利用する場合における正午から午後1時までの間の利用に係る延長利用料及び午後から引き続き夜間において利用する場合における午後5時から午後6時までの間の利用に係る延長利用料は、徴収しない。
4. 午前5時から午前9時まで又は午後10時から翌午前5時までの間に利用する場合の利用料の額は、この表の時間外利用料金③又は④を加算するものとする。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。
5. 持込電気機器により電気を使用したときは、この表に定める利用料の額に電気利用料を加算するものとする。
6. 小ホールを利用する場合において、冷房又は暖房をしたときの冷房・暖房利用料金はこの表の利用料に含まれているものとする。
(3) 楽屋等利用料
	区　分
	午前の利用料
9:00～12:00

（３時間あたり）
	午後の利用料
13:00～17:00
（４時間あたり）
	夜間の利用料
18:00～22:00

（４時間あたり）
	全日の利用料
9:00～22:00

（１３時間あたり）

	
	延長利用料①
12:00～13:00

（１時間あたり）
	延長利用料②
17:00～18:00
（１時間あたり）
	時間外利用料③
5:00～9:00

（１時間あたり）
	時間外利用料④
22:00～翌5:00

（１時間あたり）

	第1楽屋
	270円
	540円
	670円
	1,350円

	
	90円
	130円
	100円
	200円

	第2楽屋
	290円
	590円
	740円
	1,490円

	
	90円
	140円
	110円
	220円

	第3楽屋
	590円
	1,190円
	1,490円
	2,990円

	
	190円
	290円
	230円
	440円

	第4楽屋
	1,080円
	2,160円
	2,700円
	5,410円

	
	360円
	540円
	430円
	810円

	第5楽屋
	270円
	540円
	670円
	1,350円

	
	90円
	130円
	100円
	200円

	第6楽屋
	240円
	480円
	600円
	1,210円

	
	80円
	120円
	90円
	180円

	第7楽屋
	380円
	760円
	960円
	1,920円

	
	120円
	190円
	150円
	280円

	第8楽屋
	510円
	1,020円
	1,280円
	2,560円

	
	170円
	250円
	200円
	380円

	楽屋事務室
	240円
	480円
	600円
	1,210円

	
	80円
	120円
	90円
	180円

	リハーサル室
	740円
	1,480円
	1,850円
	3,700円

	
	240円
	370円
	290円
	550円

	多目的ホールホワイエ
（単独使用の場合）
	8,160円
	16,330円
	20,410円
	40,830円

	
	2,720円
	4,080円
	3,260円
	6,120円


	区　      　　分
	利   　用   　料

	
	単  位
	金  額

	電気利用料
	１ＫＷ・１回 につき
	200円


注　「１回」とは、「午前」「午後」「夜間」又は「４時間」をいう。
　　 ただし、５時間のときは１回、９時間のときは２回、１３時間のときは３回とする。
備考
1. この表において「午前」、「午後」、「夜間」及び「全日」、「平日」及び「休日」並びに「入場料」とは、それぞれ(1)のアの表備考第2号から第4号までに規定する午前、午後、夜間及び全日、平日及び休日並びに入場料をいう。
2. 正午から午後1時まで又は午後5時から午後6時までの間に利用する場合(全日の利用をする場合を除く。)の利用料(以下「延長利用料」という。)の額は、この表の時間外利用料①又は②を加算するものとする。ただし、午前から引き続き午後において利用する場合における正午から午後1時までの間の利用に係る延長利用料及び午後から引き続き夜間において利用する場合における午後5時から午後6時までの間の利用に係る延長利用料は、徴収しない。
3. 午前5時から午前9時まで又は午後10時から翌午前5時までの間に利用する場合の利用料の額は、この表の時間外利用料金③又は④を加算するものとする。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。
4. 持込電気機器により電気を使用したときは、この表に定める利用料の額に電気利用料を加算するものとする。
5. 楽屋、リハーサル室及び単独でホワイエを利用する場合において、冷房又は暖房をしたときの冷房・暖房利用料金はこの表の利用料に含まれているものとする。
(4) 国際会議室等利用料
	区　分
	単　位
	利用料
	時間外利用料
22：00～翌9：00

	国際会議室
	1時間につき
	7,990円
	9,580円

	スタッフルーム
	1時間につき
	1,100円
	1,320円

	特別控室
	1時間につき
	380円
	450円


	区　　分
	冷　暖　房　利　用　料
	電気利用料

	
	単　位
	金　額
	１ＫＷにつき

	国際会議室
	1時間につき
	2,790円
	１時間40円


備考
1. 利用時間が1時間未満であるとき、又は利用時間に1時間未満の端数があるときは、1時間として計算するものとする。
2. 午後10時から翌午前9時までの間に利用する場合の利用料の額は、この表の時間外利用料金を加算するものとする。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。
3. 1件の利用料の額が100円未満である場合における当該利用料の額は、100円とするものとする。
4. 持込電気機器により電気を使用したときは、この表に定める利用料の額に電気利用料を加算するものとする。
5. 国際会議室を利用する場合において、冷房又は暖房をしたときは、この表に定める利用料の額に冷房・暖房利用料の額を加算するものとする。
6. スタッフルーム及び特別控室を利用する場合において、冷房又は暖房をしたときの冷房・暖房利用料金は無料とするものとする。
(5) 会議室等利用料
	区　分
	午前の利用料
9:00～12:00

（３時間あたり）
	午後の利用料
13:00～17:00
（４時間あたり）
	夜間の利用料
18:00～22:00

（４時間あたり）
	全日の利用料
9:00～22:00

（１３時間あたり）

	
	延長利用料①
12:00～13:00

（１時間あたり）
	延長利用料②
17:00～18:00
（１時間あたり）
	時間外利用料③
5:00～9:00

（１時間あたり）
	時間外利用料④
22:00～翌5:00

（１時間あたり）

	第1会議室
	2,730円
	3,640円
	3,640円
	10,010円

	
	910円
	910円
	1,050円
	1,050円

	第2会議室
	4,230円
	5,640円
	5,640円
	15,510円

	
	1,410円
	1,410円
	1,620円
	1,620円

	第2会議室1/2利用
	2,040円
	2,720円
	2,720円
	7,480円

	
	680円
	680円
	780円
	780円

	第3会議室
	4,080円
	5,440円
	5,440円
	14,960円 

	
	1,360円
	1,360円
	1,560円
	1,560円

	第4会議室
	4,230円
	5,640円
	5,640円
	15,510円

	
	1,410円
	1,410円
	1,620円
	1,620円

	第4会議室1/2利用
	2,040円
	2,720円
	2,720円
	7,480円

	
	680円
	680円
	780円
	780円

	第5会議室
	4,230円
	5,640円
	5,640円
	15,510円

	
	1,410円
	1,410円
	1,620円
	1,620円

	第5会議室1/2利用
	2,040円
	2,720円
	2,720円
	7,480円

	
	680円
	680円
	780円
	780円

	第6会議室
	4,080円
	5,440円
	5,440円
	14,960円

	
	1,360円
	1,360円
	1,560円
	1,560円

	第7会議室
	6,480円
	8,640円
	8,640円
	23,760円

	
	2,160円
	2,160円
	2,480円
	2,480円

	第7会議室1/3利用
	2,040円
	2,720円
	2,720円
	7,480円

	
	680円
	680円
	780
	680円

	第7会議室2/3利用
	4,230円
	5,640円
	5,640円
	18,510円

	
	1,410円
	1,410円
	1,620円
	1,620円

	第8会議室
	6,480円
	8,640円
	8,640円
	23,760円

	
	2,160円
	2,160円
	2,480円
	2,480円

	情報プラザ
	6,000円
	8,000円
	8,000円
	22,000円

	
	2,000円
	2,000円
	2,400円
	2,400円

	情報プラザ1/2利用
	3,000円
	4,000円
	4,000円
	11,000円

	
	1,000円
	1,000円
	1,200円
	1,200円


備考
1. 正午から午後1時まで又は午後5時から午後6時までの間に利用する場合(全日の利用をする場合を除く。)の利用料(以下「延長利用料」という。)の額は、この表の時間外利用料①又は②を加算するものとする。ただし、午前から引き続き午後において利用する場合における正午から午後1時までの間の利用に係る延長利用料及び午後から引き続き夜間において利用する場合における午後5時から午後6時までの間の利用に係る延長利用料は、徴収しない。
2. 午前5時から午前9時まで又は午後10時から翌午前5時までの間に利用する場合の利用料の額は、この表の時間外利用料金③又は④を加算するものとする。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。
3. 持込電気機器により電気を使用したときの電気利用料及び常設されているホワイトボード1台分の利用料は無料とする。
4. 冷房又は暖房を利用したときの冷暖房利用料は、この表の定める利用料の額に含まれているものとする。
(6) サービスプラン等利用料
	名　　　称
	申込期間
	利　用　料
	備　　　考

	多目的ホール練習プラン
	利用日の1ヶ月前から7日前
	5,250円
(1区分3時間)
冷暖房料

5,250円（1時間）
	舞台上のみの貸出とする
照明は作業灯のみとする
備品の貸出は行わない
技術スタッフの立ち会いは行わない
減免制度との併用は行わない


	小ホール練習プラン
	利用日の1ヶ月前から7日前
	2,100円
(1区分3時間

冷暖房料

2,100円（1時間）
	舞台上のみの貸出とする
照明は作業灯のみとする
備品の貸出は行わない
技術スタッフの立ち会いは行わない
減免制度との併用は行わない


	小ホールピアノセット
プラン

	利用日の1ヶ月前から7日前
	5,250円
(1区分3時間)
冷暖房料

2,100円（1時間）
	舞台上のみの貸出とする
照明は作業灯のみとする
備品の貸出は行わない
技術スタッフの立ち会いは行わない
減免制度との併用は行わない
スタインウェイピアノ利用料込


	テクニカルスタッフ増員サービス
	利用日の3週間前まで
	25,000円
(1名追加・全日)
	規定の技術職員数（多目的ホール4名、小ホール2名、国際会議室2名）を増員


	プレゼンテーション用　データ作成サービス

	利用日の3週間前まで
	4,000円
(1枚作成につき)
	当館利用者に限る

	国際会議室らく得パック
	利用日の3週間前まで
	30,000円～
（1設営・撤収)
	国際会議室のレイアウト設営及び撤去
国際会議室備品集計表記載の備品のみ対応
開館時間外利用の場合は20%割増


	館内ネットワーク回線　接続サービス
	利用日の3週間前まで
	4,000円（1回線)
別途17,640円（1案件）
鳥取県情報センター設定作業料として

	鳥取県情報ハイウェイと館内ＬＡＮを活用し、各施設間を接続
ＰＣの設置は行わない

	多目的ホールらく得展示パック
	利用日の3週間前まで
	50,000円～
（全面仕様）

25,000円～

（半面使用）
	Ｂ迫り（舞台面）養生
各迫り間隙間養生
ごみ処理料（10袋）含む
清掃料（一定規模）含む



別表第３（第１２条関係)
設備利用料
	区　　　分
	設 置 場 所 別 数 量
	使用料(1回につき)
	備　　考

	種別
	設　　備　　名
	多目的ﾎｰﾙ
	小ﾎｰﾙ
	国際会議室
	その他
	単位
	金額(円)
	

	舞台設備
	音響反射板
	1
	
	
	
	基
	5,500
	

	
	紗幕(白・グレー・黒)
	3
	
	
	
	枚
	1,120   
	

	
	ジョーゼット幕
	3
	
	
	
	式
	2,240   
	

	
	大黒幕（小ホール仮設）
	
	1
	
	
	枚
	  1,120
	

	
	舞台所作台(33枚)
	1
	
	
	
	式
	  7,230
	

	
	平台
	120
	
	4
	
	台
	200
	

	
	プログラムスタンド(T型・衝立型)
	2
	1
	1
	
	台
	    200
	

	
	金屏風
	4
	
	1
	
	枚
	  　760
	

	
	緋毛せん(赤ネル地)
	15
	
	
	
	枚
	    300
	

	
	長座布団
	20
	
	
	
	枚
	    200
	

	
	高座用座布団
	2
	
	
	
	枚
	    100
	

	
	地絣(長・短)
	3
	2
	
	
	枚
	  1,520
	

	
	上敷ござ(長・中・短)
	22
	
	
	
	枚
	    300
	

	
	雪かご
	4
	
	
	
	台
	    300
	

	
	バレエ用シート
	16
	8
	
	
	枚
	    910
	

	
	PA卓
	2
	
	
	
	台
	    500
	

	
	演台(W1200D600)
	1
	1
	1
	
	台
	    610
	

	
	演台(W900D500)
	
	
	
	5
	台
	    400
	

	
	司会台(W800D500)
	1
	
	
	
	台
	    400
	

	
	司会台(W650D480)
	
	1
	
	
	台
	    200
	

	
	司会台(W600D500)
	
	
	1
	
	台
	    200
	

	
	ポータブルステージ
	
	
	6
	
	台
	    500
	

	
	指揮者台
	2
	
	
	
	台
	    100
	

	
	譜面台(指揮者用)
	1
	
	
	
	台
	    100
	

	
	譜面台(楽団員用)
	110
	
	
	
	台
	    100
	

	
	チェロ台
	1
	
	
	
	台
	    200
	

	
	コントラバス用椅子
	9
	
	
	
	台
	    100
	

	
	国旗・県旗(パネル)
	2
	2
	
	
	枚
	    250
	

	照明設備
	ロアーホリゾンライト
	1
	
	
	
	式
	 1,320
	

	
	ボーダーライト
	3
	
	
	
	列
	 1,120
	

	
	サスペンションスポットライト
	4
	
	
	
	列
	   810
	

	
	サスペンションスポットライト
	
	3
	
	
	列
	   400
	

	
	フロントサイドスポットライト
	
	1
	
	
	列
	    400
	

	
	センターピンスポットライト
	
	2
	
	
	台
	 1,120
	

	
	中アッパースポットライト
	1
	
	
	
	列
	 1,630
	

	
	アッパーホリゾンライト
	1
	
	
	
	列
	2,650
	

	
	客席サスペンションスポットライト
	3
	
	
	
	列
	   810
	

	
	プロセニアムスポットライト
	1
	
	
	
	列
	 1,010
	

	
	投光ギャラリースポットライト
	1
	
	
	
	式
	   400
	

	
	第1シーリングスポットライト
	1
	
	
	
	列
	 1,320
	

	
	第2シーリングスポットライト
	1
	
	
	
	列
	 1,320
	

	
	クセノンピンスポットライト2kw
	3
	
	
	
	台
	 2,030
	

	
	天井反射板ライト
	1
	
	
	
	式
	 2,540
	

	
	調光操作装置
	1
	1
	
	
	式
	 3,560
	

	
	移動用調光卓
	1
	
	
	
	式
	 1,010
	

	音響設備
	拡声装置(多目的ホール用)
	1
	
	
	
	式
	 3,560
	

	
	拡声装置
	
	1
	1
	
	式
	 2,650
	

	
	効果卓(多目的ホール用)
	1
	
	
	
	卓
	 3,050
	

	
	効果卓
	
	1
	
	
	卓
	 1,000
	

	
	簡易操作卓
	1
	
	
	
	卓
	 1,220
	

	音響設備器具
	移動型ミキサー
	1
	
	
	
	式
	 2,340
	

	
	8chミキサー
	
	
	
	1
	台
	 1,220
	

	
	カセットテープデッキ
	2
	2
	2
	8
	台
	   810
	

	
	MDデッキ
	2
	2
	
	
	台
	 1,010
	

	
	CDプレーヤー
	2
	2
	1
	8
	台
	 1,010
	

	
	CD・MDラジカセ
	
	
	
	1
	台
	 1,010
	

	
	DAT(デジタルオーディオテープデッキ)
	2
	1
	1
	
	台
	   810
	

	
	ハネ返りスピーカー
	12
	2
	
	
	台
	 1,320
	

	
	ハネ返りスピーカー(スタンド付)
	
	2
	4
	
	台
	 1,320
	

	
	パワードスピーカー
	
	
	
	1
	式
	 1,320
	

	
	サイドスピーカー
	
	
	6
	
	台
	 1,320
	旧型保管中

	
	スピーカーセット(アンプ)
	
	
	
	8
	式
	 1,800
	

	
	三点吊りマイク装置
	1
	1
	
	
	本
	 1,010
	

	
	マイク(コンデンサ型)
	20
	10
	1
	
	本
	   910
	

	
	マイク(バウンダリー型)
	3
	
	
	
	本
	   910
	

	
	マイク(ダイナミック型)
	26
	15
	21
	10
	本
	    710
	

	
	マイク(リボン型)
	2
	
	
	
	本
	    810
	

	
	マイク(ワイヤレス・ハンド型)
	6
	4
	4
	13
	本
	 1,120
	

	
	マイク(ワイヤレス・タイピン型)
	6
	4
	4
	5
	本
	 1,220
	

	
	マイク(ワイヤレス・ヘッドセット型)
	
	
	
	2
	本
	 1,220
	

	
	マイクスタンド(床上型)
	46
	15
	5
	8
	本
	    200
	

	
	マイクスタンド(ブーム型)
	30
	16
	
	
	本
	    200
	

	
	マイクスタンド(卓上型)
	12
	7
	20
	10
	本
	    200
	

	
	マイクロフォン(演台用)
	3
	2
	
	
	本
	    910
	

	
	集音用マイク
	
	
	
	7
	本
	    910
	旧型保管中

	
	32chマルチリール・ボックス
	3
	
	
	
	式
	    800
	

	
	16chマルチリール・ボックス
	6
	4
	
	
	式
	    400
	

	
	8chマルチリール・ボックス
	6
	4
	
	
	式
	    200    
	

	
	ダイレクトボックス
	2
	8
	
	
	台
	400
	

	映像機器
	液晶プロジェクター(大型)
	1
	
	
	
	台
	10,000
	財団リース

	
	液晶プロジェクター(リア型)
	
	
	2
	
	台
	3,000
	財団リース

	
	液晶プロジェクター(可搬型)
	
	1
	1
	2
	台
	1,830
	財団リース3台

旧型保管中1台

	
	ビデオプロジェクター
	1
	
	
	
	台
	10,000
	旧型保管中

	
	ビデオプロジェクター
	
	1
	2
	
	台
	3,000
	旧型保管中

	
	ビデオテープレコーダー(S―VHS)
	1
	1
	1
	4
	台
	1,010
	

	
	ビデオテープレコーダー(W―VHS)
	2
	1
	2
	
	台
	1,010
	

	
	ビデオテープレコーダー(Hi―8)
	1
	1
	1
	
	台
	1,010
	

	
	LDプレーヤー
	1
	1
	1
	
	台
	1,010
	旧型保管中

	
	DVDプレーヤー
	1
	1
	1
	2
	台
	1,010
	財団消耗品

	
	書画カメラ(ハイビジョン)
	
	
	1
	
	台
	1,400
	

	
	書画カメラ
	
	
	
	1
	台
	910
	

	
	スライドTVコンバーター
	1
	
	1
	
	台
	400
	

	
	16mmTVコンバーター
	1
	
	1
	
	台
	400
	

	
	同時通訳設備
	1
	
	1
	
	式
	20,380
	

	
	同時通訳無線受信機
	
	
	500
	
	台
	150
	

	
	会議運営進行ユニット
	
	
	1
	
	式
	5,000
	

	
	35mm／16mm兼用映写機
	2
	
	
	
	台
	8,560
	

	
	16mm映写機(可搬型)
	
	1
	
	
	台
	2,850
	

	
	スライド映写機(300～450mm)
	2
	2
	2
	
	台
	1,630
	

	
	スライド映写機(265～305mm)
	
	
	
	3
	台
	1,110
	

	
	パソコン映像インターフェイス
	1
	1
	1
	
	台
	400
	旧型保管中2台

	
	スクリーン(固定式)
	1
	1
	
	
	台
	－
	

	
	スクリーン(W13000H7500)
	1
	
	
	
	画
	－
	

	映像機器
	スクリーン(W4500H4500)
	
	2
	2
	
	画
	500
	

	
	OHP(可搬型)
	
	
	
	3
	台
	910
	

	
	貸出ワゴン(ビデオ、16面マルチビジョン)
	
	
	
	1
	式
	2,000
	

	
	映像伝送システム
	
	
	
	1
	式
	2,500
	

	
	ミニDVカメラレコーダー
	
	
	
	1
	台
	900
	

	楽器類
	シームレススイッチャー
	
	
	
	1
	台
	1,010
	

	
	ピアノ(スタンウェイ)
	1
	1
	
	
	台
	10,190
	

	
	ピアノ(ヤマハCFⅢ―S)
	1
	
	
	
	台
	5,300
	

	
	ピアノ(ヤマハS4)
	
	
	
	1
	台
	2,000
	

	移動用効果用照明
	エレクトーン(ヤマハEL900)
	
	
	1
	
	台
	4,790
	

	
	スポットライト500W
	79
	
	
	
	台
	200
	

	
	スポットライト1KW
	119
	
	2
	
	台
	300
	

	
	スポットライト1.5KW
	4
	
	
	
	台
	400
	

	
	ETCソースフォー575W
	24
	
	
	
	台
	300
	

	
	1KWエフェクトスポットライト
	4
	
	
	
	台
	400
	

	
	ピンスポットライト(ハロゲン1KW)
	2
	
	
	
	台
	1,120
	

	
	ストリップライト100W、12灯用
	10
	
	
	
	台
	300
	

	
	ストリップライト100W、6灯用
	5
	
	
	
	台
	200
	

	
	波マシン
	4
	
	
	
	台
	910
	

	
	ファイヤーエフェクトマシン
	2
	
	
	
	台
	910
	

	
	オーロラマシン
	1
	
	
	
	台
	910
	

	
	ストロボスコープ
	4
	
	
	
	台
	910
	

	
	ミラーボール(φ600)
	1
	
	
	
	台
	810
	

	
	ミラーボール(φ300　φ240×400)
	2
	
	
	
	台
	560
	

	
	ドライアイスマシン
	2
	
	
	
	台
	910
	

	その他
	スモークマシン
	2
	
	
	
	台
	910
	

	
	スクリーン(60吋、可搬型)
	
	
	
	1
	画
	400
	

	
	OHP・映写機用スクリーン
	
	
	
	6
	台
	400
	

	
	賞状盆(W550D385)
	
	
	
	2
	個
	100
	

	
	サインスタンド(A4横)
	
	
	
	70
	台
	100
	

	
	サインスタンド(A3横)
	
	
	
	10
	台
	100
	

	
	サインスタンド(有効面：W575H900)
	
	
	
	10
	台
	200
	

	
	電子白板
	
	
	
	1
	台
	200
	

	
	ホワイトボード
	2
	2
	1
	12
	台
	150
	

	
	キャリングテレホン
	
	
	
	5
	台
	250
	旧型保管中

	
	PHS(館内専用)
	
	
	
	30
	台
	250
	旧型保管中10台

	
	インフォメーションカウンター
	2
	1
	
	
	台
	1,000
	

	
	高所作業台
	
	
	
	1
	台
	1,000
	旧型保管中

	
	テレビ(29型)
	
	
	
	4
	台
	400
	

	
	パネル(W900H1800)営利目的利用の場合に限る。
	
	
	
	300
	枚
	100
	

	
	折りたたみ椅子
	1
	
	1
	1,500
	脚
	100
	

	
	会議用テーブル(W1800D500)
	130
	15
	15
	
	台
	100
	

	
	会議用テーブル(W2100D600)
	8
	4
	
	
	台
	100
	

	
	ファクシミリ
	1
	
	
	1
	台
	500
	旧型保管中1台

	
	入浴設備
	
	
	
	
	室
	1,120
	

	
	電光表示装置
	
	
	
	
	台
	910
	

	
	アジャスターポール(2本1組)
	
	
	
	5
	組
	100
	

	財団購入
	情報プラザレールライト
	
	
	
	5
	系統
	400
	

	
	情報プラザ追加スポットライト
	
	
	
	20
	台
	100
	

	
	6chミキサー
	
	
	
	1
	台
	1,010
	

	
	星球
	1
	
	
	
	式
	1,010
	


＊「１回」とは、「午前」「午後」「夜間」又は「４時間」をいう。
　　ただし、５時間のときは１回、９時間のときは２回、１３時間のときは３回とする。

別表第４（第１４条関係）

	区　　分
	金　　　　　　　額

	
	午前の利用料
9：00～12：00

（3時間当たり）
	午後の利用料
 13：00～17：00
（4時間当たり）
	夜間の利用料
18：00～22：00

（4時間当たり）
	全日の利用料
9：00～22：00

（13時間当たり）

	多目的ホール（第１１条別表１（１）アを適用する場合に限る。）
	16,330円
	32,660円
	40,830円
	81,660円

	小ホール
	2,440円
	4,890円
	6,110円
	12,220円


備考
1. この表において「午前」とは午前９時から正午までをいい、「午後」とは午後１時から午後５時までをいい、「夜間」とは午後６時から午後１０時までをいい、「全日」とは午前９時から午後１０時までをいう。
2. 正午から午後1時まで又は午後5時から午後6時までの間に利用する場合(全日の利用をする場合を除く。)の利用料(以下「延長利用料」という。)の額は、多目的ホールの利用の場合にあっては第１１条別表２（１）アの表、小ホールの利用の場合にあっては別表２（２）の表の時間外利用料①又は②を加算するものとする。ただし、午前から引き続き午後において利用する場合における正午から午後1時までの間の利用に係る延長利用料及び午後から引き続き夜間において利用する場合における午後5時から午後6時までの間の利用に係る延長利用料は、徴収しない。
3. 午前5時から午前9時まで又は午後10時から翌午前5時までの間に利用する場合の利用料の額は、多目的ホールの利用の場合にあっては第１１条別表２（１）アの表、小ホールの利用の場合にあっては別表２（２）の表の時間外利用料金③又は④を加算するものとする。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。
4. この表の時間区分の中途に本番を開始する場合は、この表を適用せず、多目的ホールの利用の場合にあっては第１１条別表２（１）アの表、小ホールの利用の場合にあっては別表２（２）の表に定める時間区分の利用料金を適用する。
別表第５（第１４条関係）

	区　　　　　　　　　　分
	金　　　　　　額

	多目的ホール （第１１条別表１（１）アを適用する場合に限る。）又は小ホールを利用する場合
	別表第４に定める額の２分の１の額
ただし、電気利用料及び時間外利用料（22時から翌9時までの利用料）は減免しない。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。

	多目的ホール （第１１条別表１（１）イを適用する場合に限る。）を利用する場合
	１時間につき3,380円（２分の１面を利用する場合にあっては、1,690円）
ただし、電気利用料、冷暖房料及び時間外利用料（22時から翌9時までの利用料）は減免しない。ただし、複数日連続して利用する場合はこれを加算しないものとする。


備考
利用時間が１時間未満であるとき、又は利用時間に１時間未満の端数があるときは、１時間として計算するものとする。
［様式第１号］（第８条関係）
物品販売届出書
                                               　     　　　　　            年　　月　　日
　　　財団法人とっとりコンベンションビューロー
　　　理事長　　　　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　氏　　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（団体にあっては、名称及び代表者の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　次のとおり米子コンベンションセンターにおいて物品の販売を行いたいので、届け出ます。
	利用の目的
	

	販売する日時
	年　　月　　日　　　時　　分から
　　　  年　　月　　日　　　時　　分まで

	販売する場所
（該当する場所に
 ○を付けること）
	1.多目的ホール（ホワイエを含む。）2.小ホール（ホワイエを含む。）
 3.第１会議室　4.第２会議室　5.第３会議室　6.第４会議室　
 7.第５会議室　8.第６会議室　9.第７会議室　10.第８会議室
11.国際会議室（ロビーを含む。）12.エントランスロビー

	販売する物品名
（「販売許可物品
 一覧表」に掲げる
 物品に限ること。
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	物品を販売するために利用する備品 名
（利用する備品すべてを黒枠内に記入すること。）
	利用備品
	条例利用料
	利用料
	備　　考

	
	単位
	備品(a)
	単位
	備品(b)
	(a)×(b)
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	責任者名
	住　　所
	

	
	氏　　名
	

	
	電話番号
	


注　届出者が自署する場合、及び印刷又はゴム印により届出者を表示する場合にはその押印を省略する

ことができる。
【個人情報の利用について】
　　ご記入いただいたお客様の個人情報は、施設利用に係る事務手続き、その他の正当な目的のためのみに使用させていただきます。
また、お客様の同意なく第三者に提供することはいたしません。
〔様式第２号〕（第９条関係）
ホール内飲食許可届出書
                                                      　　　　            　年　　月　　日
   財団法人とっとりコンベンションビューロー
 　理事長　　　　　　　　　　　　　　　様
                                               郵便番号
　                                             住　　所
                                               氏　　名                            
                                              （団体にあっては、名称及び代表者の氏名）
　　　　　　　　                               電話番号
  　米子コンベンションセンターホール内での飲食について、次のとおり許可をいただきたく
届出します。
	催事の名称
	

	期　　　日
	平成　　年　　月　　日（　　）から平成　　年　　月　　日（ 　）まで

	ホール名
	多目的ホール　　・　　小ホール　　（いずれかに○印をしてください。）

	理　　由
	


※　なお、次の事項をについては厳守します。
    １　飲物の持込は、紙パックでストロー式のお茶又はペットボトルの水に限ります。
　　２　ごみは、責任をもって持ち帰ります。
注　届出者が自署する場合、及び印刷又はゴム印により届出者を表示する場合にはその押印を省略する
ことができる。
　【個人情報の利用について】
　　ご記入いただいたお客様の個人情報は、施設利用に係る事務手続き、その他の正当な目的のためのみに使用させて
　　いただきます。また、お客様の同意なく第三者に提供することはいたしません。
〔様式第３号〕（第１６条関係）
利　用　料　還　付　申　込　書
                                                              　　　　　　　年　　月　　日
　財団法人とっとりコンベンションビューロー
  　理　事　長　　　　　　　　　　　様　 
                                 　　　　 　　　　　　郵便番号
                                  　　　　　　　　　　住　　所
                                  　　　　　　　　　　氏　　名                           印
                                  　　　　　　　　　（団体にあっては、名称及び代表者の氏名）
                                 　　　　　　　　　　 電話番号
鳥取県立米子コンベンションセンターの利用料の還付を受けたいので、次のとおり申し込みます。
	通知の年月日及び番号
	年　　　　月　　　　日 　　        第　　　　　　号

	施　設　名
	

	利 用 目 的
	

	利 用 期 間
	年　月　 日(　)　  時 　分から　 年 　月 　日(　) 　時　 分まで

	使  用  料
	納付年月日
	年　　　月　　　日
	領収書番号　第　　　　号

	
	既納付額
	円      

	還 付 請 求 額
	円      

	申 請 理 由
	

	備　　　考
	（振込先）
  銀行名　　　　　　　　　　　　　　支店名
  預金種目                          口座番号
  (ﾌﾘｶﾞﾅ)
  口座名義


　注　住所、氏名の記名又は署名及び押印は、必ずお願いします。
【個人情報の利用について】
ご記入いただいたお客様の個人情報は、施設利用に係る事務手続き、その他の正当な目的のためのみに使用させていただきます。
また、お客様の同意なく第三者に提供することはいたしません。
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